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Ａ．研究目的 

薬物有害事象は高齢者における緊急入院の

重要かつ予防可能な要因の一つである。本

研究では、高齢者における薬物療法ガイド

ライン改訂のため、不適切薬剤投与や薬剤

有害事象をキーワードに文献データベース

を用いてエビデンスの収集を行い系統的レ

ビューを行うことを目的とする。今年度は

一次選択された文献の中からさらに絞り込

みをおこない、二次選択された文献を用い

て構造化抄録を作成した。 

 

Ｂ．研究方法 

１. 対象文献 

①MEDLINE 検索期間 1972 年 1 月 1 日～

2013 年 6月 30 日 

言語：日本語、英語。種： ヒト（高齢者）

に限定。研 究 デ ザ イ ン：疾患により設

定 

②Cochrane 1992 年～2013 年 

言語： データベースの機能上、言語の指定

不可  

種：高齢者に限定。研 究 デ ザ イ ン：限

定なし 

③医学中央雑誌 1972年 1月 1日～2013年

6月 30 日 言語： 日本語、英語 種： ヒ

ト（高齢者）に限定 研 究 デ ザ イ ン：

限定なし 

 

2. 対象疾患 

研究要旨：高齢者肺炎、COPD における薬物療法ガイドライン作成のための系統的レビューを施

行した。初めに、文献データベースとして Medline、Cochrane、医中誌を選択し、Key word と

して肺炎、ＣＯＰＤ、薬物療法、副作用、薬物有害事象、予防効果を入力し関連する文献の選

択を行った（一次選択）。次に、一次選択された文献のタイトル、サマリー等を査読し、最終的

に有用な文献の絞り込みを行った（二次選択）。その後、採択された文献を系統的にレビューし

て構造化抄録を作成し、高齢者肺炎ならびにＣＯＰＤ治療薬の有益性ならびに有害事象等を明

らかにした。その結果、医中誌では肺炎６２件、ＣＯＰＤ５９件（計１２１件）が、Medline

では肺炎６９件、ＣＯＰＤ１５４件（計２２３件）が、Cochrane データベースでは計１０２件

の文献が一次選択され、このうち３２件が二次選択された。結果として、ＣＯＰＤ患者での吸

入ステロイド/長時間作用性β２刺激薬合剤と肺炎発症、吸入長時間作用性抗コリン薬とＣＯＰ

Ｄ増悪・口渇・排尿障害などの関連が示唆されたが、インダカロールでは有意な循環器系副作

用がない事が示された。いずれの薬剤も呼吸機能および呼吸器症状を有意に改善させた。抗精

神病薬と抗コリン薬には誤嚥性肺炎発症との関連が示唆されたが、一方、一部の降圧剤ＡＣＥ

阻害剤および抗血小板薬のシロスタゾールが肺炎のリスクを軽減させる可能性が示された。 
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肺炎およびＣＯＰＤを対象疾患とした。 

3. 文献検索 

①Research Question の設定 

ＣＯＰＤおよび肺炎の薬物療法に関して、

薬物の有効性および有害事象（Adverse 

drug event）を"outcome"とした Research 

Question(RQ)を設定した。 

②Key words の選択 

ＣＯＰＤ関連の key words として疾患名お

よび高齢者に加えて薬物療法、薬剤名、有

効性、安全性、予防策を選定した。肺炎に

ついての key words は上記以外の RQ と共

通のものとした。 

③検索 

Key words に基づいて検索式（高齢者Ｘ疾

患名Ｘ薬物療法Ｘ薬剤名Ｘ有効性Ｘ安全性

Ｘ予防策）を作成し、文献検索を行った。

データベースは Medline、Cochrane data 

base、医学中央雑誌とした。 

4.文献の二次選択 

上記で検索された文献のタイトルならびに

サマリー等を参考に、構造化抄録の作成に

値する文献を選択した。 

5.構造化抄録の作成 

二次選択された文献を詳読し、構造化抄録

を作成した。 

（倫理面への配慮） 

文献に基づく系統的レビューであり、倫理

的な問題は発生しないと考える。 

 

Ｃ．研究結果 

呼吸器領域では医中誌では肺炎６２件、Ｃ

ＯＰＤ５９件（計１２１件）が、Medline

では肺炎６９件、ＣＯＰＤ１５４件（計２

２３件）が、Cochrane データベースでは計

１０２件の文献が１次選択された。このう

ち３２件が二次選択され、構造化抄録作成

の対象となった。リサーチクエスチョン

(RQ)としては、下記の５つが設定された。 

 RQ1 ＣＯＰＤ治療薬の長時間作用性β

２吸入薬（LABA）/吸入ステロイド（ICS）

合剤は肺炎の危険因子となるか？ (文献

１、７、１１、１５、２７) 

 RQ2 ＣＯＰＤ新規治療薬の LABA イン

ダカロールの循環器系の副作用は？ (文

献６、１２、１６、１９、２８) 

 RQ3 ＣＯＰＤ治療薬の長時間作用性抗

コリン薬LAMAの副作用は？(文献３、４、

９、１０、１４、１８、２０) 

 RQ4  抗精神病薬および抗コリン薬は高

齢者肺炎の頻度を高めるか(文献２、２５) 

 RQ5 ACE 阻害薬と抗血小板薬シロスタ

ゾールは高齢者肺炎の発症を予防できる

か？（文献２、５、２１、２４、３０） 

 上記の RQ に従い、構造化抄録を作成し

た(別添資料参照)。構造化抄録３２文献のう

ちＣＯＰＤ関連は 21 文献（内訳：エビデン

スレベルⅠは０件、レベルⅡは 17 件、その

他 4 件）で、肺炎関連は 11 文献（内訳：エ

ビデンスレベルⅠは2件、レベルⅡは5件、

その他 4 件）であった。 

結果として、ＣＯＰＤ患者での吸入ステロ

イド/長時間作用性β２刺激薬合剤と肺炎

発症、吸入長時間作用性抗コリン薬とＣＯ

ＰＤ増悪・口渇・排尿障害などの関連が示

唆されたが、インダカロールでは有意な循

環器系副作用がない事が示された。いずれ

の薬剤も呼吸機能および呼吸器症状を有意

に改善させた。抗精神病薬と抗コリン薬に

は肺炎発症との関連が示唆されたが、一方、

一部の降圧剤ＡＣＥ阻害剤および抗血小板

薬のシロスタゾールが肺炎のリスクを軽減
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させる可能性が示された。 

 

Ｄ．Ｅ 考察ならびに結論 

これまで、高齢者に対して回避もしくは慎

重に投与すべき薬剤のリストが掲載されて

いるが（１－３）、近年、新たな薬剤の開発な

らびに上市が目覚ましく改訂が重要である。

これらの薬剤の管理を徹底する事で高齢者

の薬物有害事象による入院を減らせる可能

性が示唆される。 
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学書院 ｐ311～316 

８． 藤本博子、石木愛子、大類孝 特

集 高齢者の肺炎―ＮＨＣＡＰを

中心にー「高齢者肺炎の予防―ワク
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２．学会発表 

平成25年 6月5日 学会一般演題ポスタ

ー発表 第 28 回日本老年学会総会およ

び第 55 回日本老年医学会学術集会 大

阪国際会議場 「高齢者の治療ノンアド

ヒアランスのタイプと対応する支援方法

の現状についての検討」 冨田尚希、森

川雄一、海老原孝枝、宇根かおり、小坂

陽一、筒井美穂、冲永壯治、古川勝敏、

大類孝、荒井啓行 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 

 

 

 


